
































































































































































































Métier of the Clinical Philosophy
目に一応現代社会の授業なので憲法に結実し
たことを押さえまして、４時間目に「自由」
について考える。グループで話し合って自由
をランキングしよう、ということをやりま
す。その後５時間目に「自由」についての考
え方の歴史的なこと、ミルの自由論とフロム
の自由論を中心に説明します。６限目に、平
等とか公平ということをどう考えるかを、
ロールズを使って説明します。
　こういうふうに考えていくと、自分の身の
周りで人権侵害とか「おかしい」と思うこと
を発見できるのか、ということで最後の「ア
クティビティー１・私の町再発見」で人権上
問題になることはどこにあるか、考えます。
こんなふうにして身の周りの自由とか平等と
いう観念がどんなふうになっているのか、最
後のまとめとして人権侵害を許さないため
に、どうしたらいいのか、どんな取り組みが
あるのか、という話をします。
　なるべく実感的なところから具体的なとこ
ろへ、自分の実際の行動の中に行けるような
授業にしたいな、と考えています。一方的な
授業ではなく、教師と生徒の相互作用、ある
いは生徒同士の議論、共同作業、調べること
などの機会を設定することが大切なんじゃな
いかと思っています。哲学としてはどうかわ
かりませんが、実際の問題に引きつけて考え
ていくということです。
　ここまでは公式の話で、正直なところ、
今、高校の教師は非常にしんどい状況にあり
ます。昔は教師であるだけで尊敬されました
が、今は教師であるという条件では尊敬され
ません。生徒の気持ちを分かってくれると
いっても、分かるだけでは尊敬されません。
結局、生徒に見栄をはらないというか、自分
に見栄がないからそうすることができる。
　生徒と消耗戦をやっているような感じがす
るんですよね、でもやらなきゃいけないから
やろうとするんですが、良心的な、というか
一所懸命やっている教師は疲れます。
　最後は愚痴になってしまいましたが、こう
いう現状です。あとは議論で続けたいと思い
ます。　（ほりかずと　当時大阪府立刀根山高校
教員、現在大阪教育大学附属天王寺高校教員）
司会：それでは私たちの教
育グループの方で３本柱と
いうことで立てた３本目な
んですが、いままでお話し
てきたことを踏まえて「哲
学教育」「倫理教育」の目標、
あるいは「自分で考えるこ
との意義」とはどういった
ことなのか、総括的に議論
できればと思います。
ディスカッション
